
（2） カー】入者ノ）分布   

（′〕男女合計  

（単位：千人）  

加 入 期 間 ［（イ「」以 上）～（年 末 満）］  

～5  5へ」0  10、ノ15  15＼10  20へづ5  25～30  30ヘノ35  35～40  40～  合計   
割合   

歳未満  
（％）  

0  0．16  0＿16  
5  50．Rl  50．〔）H  

0  川．50  （；（）．19  

15 22．53   55．コ：う  

10 0．2（う   4（i．26  10∴う  

〇  0．39   46．0（〕  ‖）．3  

j0 q．48   45，23  10＿1  
1 t〕  0．34   42．98  9．tう   

iO 0．42  

5   7．57  ：j．25  1．89  1．99  1．77  2．36  ：∋，63  5．22  2．23  2†）．り0  6．7  

5．2：う  ニう．3：弓  1．03  0．71  0．56  0．79  0．91  1．27  1．33  15．15  3．4   

計  16日．84  83，02  52．3こi  ‘43．19  31．24  2とi，35  24．49  12．63  3，9と∫  448．06  

（％）  ：う7．7  川．5  11．7  9．6  7．（）  丘3  5．5  2，8  0．9  

齢   －10．9歳   
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∩男性  

（単位：千人）  

加 入 期 間［（牛 以 上）～（年 末 満）］  

r、、一5  5一－10  10、15  15～20  20～25  25′－、－30  30～35  35・、40  40～  合計   
割合   

歳末蒲  （％）  

0．04  0．04  
つ  こi．リ0  3．91  
′）  12．リ6  16．18  

つ  11．22   22．85  

0．09   2：う．日日  11．2  

lil 0．12   26．69  12．5  

0，16   26．98  12．5  

0．1二弓   27．05  12．7   

0．2：う  

6．59  2．6：弓  1．21  1，14  1．07  1．62  2．78  4．18  1．59  22．81  10．7  

4．43  3．01  0．85  0．50  0∴ミ5  0．‘18  0．64  1．03  0．99  12．28  5．7   

計   61．69  34．33  25，83  25．22  20．16  18．71  16．34  8．74  2，80  213．82  

（％）  2H．9  1（う．l  12．1  11．冒  9．4  8．7  7．（i  4．1  】．：う  

齢   46．5歳   
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○女性  

（単位：千人）  

加 入 期 間 ［（年 以 上）～（年 未 満）］  

合計   
～5  5～10  10′、15  15（－20  20／、25  25′、、－30  30～35  35へノ40  40′、  

割合   

歳以上歳未満  （％）  

15一－ 20  0，12  0．12  

20～ 25  46．92  47，07  

25～ 30  27．54   53．31  

30   ′、一  35   0．21   32．37  13．8   

35   ′、  40   0．17   22．38  9．6   

40   ′－、・ノ  45   0．27   19．37  8．3   

45  （－  50   0．31   18．25  7．8   

50   ′、・ノ  55   0．21   15．93  6．8   

55   ～  60   0．20  

60   ～  65   0．98  0．62  0．68  0．85  0．70  0．74  0．85  1．04  0．65  7．10  3．0   

65   ～   0．80  0．32  0．18  0．21  0．21  0．30  0，27  0．24  0．34  2，88  1．2   

計  107．15  48．69  26．50  17．97  11．08  9．64  8．15  3．89  1．18  234．24  

割合（％）  45．7  20．8  11．3  7．7  4．7  4．1  3．5  1．7  0．5  

平 均 年 齢   35．7歳   

特 記 事 項  

統計調査の 方法   全 数 調 査   
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（3）標準給与月額別分布  

標準給与月額  
割舎  割 合  

万H   千人   一   千人   
割l合  

9．8   0．6   
千人   

0，3   1．0   0．4   1．5   0．3   
10，4   0．1   0．1   0．4   0．2   0．5   0．1   
11，0   0．2   0．1   0．6   0．3   0．8   0．2   
11．8   0．3   0．2   1．1   0．4   1．4   0．3   
12．6   0．3   0．1   1．3   仇6   1．6   0．4   
13．4   0．5   0．2   2．0   0．8   2．5   0．6   
14，2   0．6   0．3   2．7   1．2   3．4   0．7   
15．0   1．0   0．5   4，7   2．0   5．7   1．3   
16．0   1．2   0．6   6．9   3．0   8．1   1．8   
17．0   1．5   0．7   9．9   4．2   11．4   2．5   
18．0   1．5   0．7   12．8   5．4   14．3   3．2   
19．0   1．9   0．9   13．4   5．7   15．3   3．4   
20．0   3．5   1．6   18．3   7．8   21．8   4．9   
22．0   5．6   2．6   19．5   8．3   25．1   5．6   
24．0   6．3   2．9   15．6   6．7   21．9   4．9   
26．0   7．3   3．4   14．1   6．0   21．3   4．8   
28．0   7．0   3．3   12．3   5，2   19．3   4．3   
30．0   7．3   3．4   11．9   5．1   19．2   4．3   
32．0   7．3   3．4   10．8   4．6   18．1   4．0   
34．0   7．2   3．3   9．5   4．1   16.7 3．7   
36．0   7．2   3．4   8．3   3．5   15．5   3．5   
38．0   8．9   4．2   8．8   3．8   17．8   4．0   
41．0   11．2   5．2   8．8   3．7   20．0   4，4   
44．0   11．5   5．4   7．5   3．2   19．1   4．3   
47．0   12．1   5．6   6．5   2．8   18．5   4．1   
50．0   12．8   6．0   6，0   2．6   18．8   4．2   
53．0   12．6   5．9   4．7   2．0   17．3   3．9   
56．0   11．9   5．6   3，7   1．6   15．6   3．5   
59．0   10．8   5．1   3．1   1．3   13．9   3．1   
62．0   53．5   25．0   臥1   3．5   61．6   13．7   

合  計   213．8   100．0   234．2   100．0   448．1   100．0   

標準給与月額の平均   451，095円  295，608円  369，808円   

特 記 事 項  

統計調査の方法   全 数 調 査   
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4 積立金の運用状況について   

○ 資雇構成  
金‾  額  構   成  割   合  

簿 価 ベ ー  ス  時 価 ベ ー  ス  簿 価 ベ ー ス  時価 ベ ー ス   

億円   億円   ％   ％  
2∴う10   2∴う10   7．0   6．7  

ノ  1，388   1，3と；S   1．2   4．0  
1  922   922   2．8   2．7  

二う0，878   ：う2，■12ボ   十1∴l   9：う．4  

〈  2／1，418   25，968   73．6   74．8  

信  7，27と；   軋51て’   21，リ   24．5   

誼  17、140   17，‘15（）   51．7   50．2   

l  8，969  H，RO：う  27．0  25．3  

／J株式  
夕  
／′株式  

a  
0  0  0．0  0．0   

革  8，171   8，6∠17   24．6   2ノ1．9   

保  0   0   0．0   0．0  

1．129   1，12リ   3．4   ：う．3  

5，3二il   5．331   1（i．1   15∴う  

J＼ 8   △  H   （△ 0．02）   （△ 0．02）   

末梢 立 金）   ：う3，180   34，7：う0   100．0   100．0   

回   り   4＿16％   5．78％，  

※時価評価の方法は、包括信託、国内債券、有価証券信託については年度末の実勢価格、  
事   項  証券投資信託、生命保険等、不動産、貸付金については簿価である。   

流∴動l資 産  

‥呪 金・預  

未収収益・末  
固 定 資 産  
預 託金  
有価証券  
包括  
有価  

l  

ト 

王 
i 

生 命  
不 動産  
貸付金   

流 動 負 債等  

合計（二 年度  

連  用  利  

特   記  

1（う  

5 財政再計算における将来見通しとの比較   

（1） 収支状況の比較  

収  入  女  川  
収 支 残  叶低木 キ   

基礎年令 拠金  そ〟）他  計   梯   楕金   

位【1】  億H   佑円  億H   佑l⊥J  佑H  億H  億ト1J   億H   僻目   佑H   

2  ：i，871  l，078  

2   （54（））   

〔1，903〕   L5，522］   〔l，651〕   

，   l〔）二1   510  518  1，094  2，345  1，4L4  59   3，818   275  32，263  

連JI挿‖司り  

成  

れ  

た  

、  

、ド情＝7勺り度つ∈綜  

（   

t 叫仙ベー ス〕   

将 来 見 通 し  2   

（平成1（う年度財政再計算）   

主 な  要 閃  

、1（  

特 記 1‡ 唄   こ  

ま  
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（2） 加入者数及び受給者数の比較  

加 入 者 数       x 宥l   退 牛 用 当  通 退 柑 1  障‘害 年 金  遺族年 金   

千人   千人   千人   千人   千人   千人  
実  247．3   71．8   1二Z6．3   1．7   47．5  

競   平 成17 年 度 来  448．1   259．2   76．4   131．8   1．8   49．2   

将 来 見 通 し  442．3   263．1   77．6   135．1   1．8   48．6   
（平成16年度財政再計算）  

主   な   要   田  

新規加入者数       ノ工  退年相、」う  通 過 f‖、」う  障 害 年  

一人  ＊（∋  「人  ＊②  「人  ＊②  丁・人   一人  「人  
令  遺 族 年 令   

平 成17 年 度 実 績  57．2   32．4   12．7  15．9  0．3   3．6   
（9．7）  （11．8）  

将 来 見 通 し  45．4   26．2   9．7   12．9   0．2   こi．4   
（il乙成16年度財政再計算）  

主   な   要   因  

脱 退 者 数         退牛用 当  通 過 相 当  障害 年 金  遭族年 金   

一人  ＊①  一人  ＊②  r一人  ＊②  丁人   下人   r・人  

iド 成17 年 度 実 績  50．6   22．6   9．3  11．3  0．2   1．8   
（6．3）  （7．2）  

将 来 見 通 し  45，4   15．ボ   6．4   7．5   0．1   1．8   
（平成16隼度財政再計算）  

主   な   要   因  

①受給権者数である。  
②（）内は老齢基礎年金受給に伴う退職共済年金本来支給新規裁定分及び特別支給  
失権分（17年度過午相当3．0千人、通過相当4．1千人）を除いたものである。   

特  記  事  項  
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（3） 財政指標の比較  

○ 年金扶養比率   

決算結果（実績）  
保険に係る  

年金扶莱比率  年令扶養比率汀3   ①  雷）  十   →＝  

房ノ  定む  年度来過廉隼人  
臥＋Ⅷ  支Ⅲ額汁 t  追加費用  

②   ②  〔育一昔  伸 び 率  （退隼相判   伸 び 率   

汀2   ‖ ∵   丁▲人   ％  千人  注2  γ．  注2   億円  梅円  

平  成 13  句三  度                           5．65（6．63）   5．65 （6．63）  408   0，6   72 （62）  6．6 （6．4）  2，927   

平  成 14  年  度  5．60（6．86）   5．60 （6．86）  429   5．0   77  （62）  5．9 （1．5）  3，078   

平  成 15  隼  度  5．34（6．46）   5．34 （6．46）  434   1．3   81 （67）  6．3 （7．7）  ：う，245   

平  成 16  年  度  5．14（6．15）   5．14 （6．15）  442   1＿6   86 （72）  5．7 （6．8）  ：i，463   

平  成 17  年  度  5．02（5．86）   5．02 （5．86）  448   1．5   89  （76）  3．9 （6，4）  ニミ，584   

注1：支出緬とは、r給付費＋基礎年金拠出金一基礎隼金交付金」（r）ことであるハ   
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注2二年金扶養比率、保険に係る年金扶養比率の（）内は、年度末退職年金受給者数を用いて算用したものである‖年度末  
退職年金受給権音数の（）内は、年度来退職年金受給者数である。  

江3・保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を引き継いだことによる影響を除いて保険制櫻としての隼金扶牒比率をみるため、年金扶養比華を、支出額からi捌11  
費用を控除した領の文雄筆削こ対する割合で除しノた換等伯である。   

平成16年度財政再計算結果  
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保険に採る  
年金扶養比率  年金扶養比腐澤   ＋  ②  ③   十  

十   圧）  ③  
－×‾  隼度未加入音数   支給布教  支上り柳津 t  追加費用  

十  ② ③一④  伸 び ヰく   （退年細：当）   伸 び 率   

千人  ％  丁一人  ％一  條lり  

平  成 17  年  度   5．7（）   5．70  442  78  ：i567   

平  成 18  年  度   5．10   5．40   442   0，0   R2   5．5   ：！，672   

平  成 19  年  度   5．09   5．09   442   0．0   H7   6．2   ：う，783   

平  成  20  年  度   4．72   4，72   434   △ 2．0   92   5．6   ：！，935   

平   成  21 隼  度   4．40   4．40   426  △l．7   97   5．4   1，130   

注1：支出蝕とは、r給付費＋基礎年金拠出金一基礎年金交付金」のことである．、   
注2・保険に係る年金扶養比率とは、制度発足前の恩給公務員期間等を・jlき継いだことによる影響を除いて保険㈲度としての隼金鉄牒比率をみるため、年金扶應比さ率を、支出額から迂りl】  
費桐を控除した頬の支出額に対する割合で険した換簡値であるr  
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【参考】年金扶養比率を補完する指標（年金種別費用率）  

年金極刑費用ヰ  年金種別費用ネの総合費用ヰに対する構成割合  

老齢■糾1卜幸三   障吉井川率   遺族費川二手ミ   老齢費用率  l碍苫費JIト率  遺族費川率   

％  ％  りノ′   ／り  0／  ′（）  
一抹  し i，  

也     〈H」う〉  〈0．1〉  〈L」〉  5日．1  0．6  10．2   

度  6．3   0．1   56．l  0．6  9．8  

〈 軋5 〉   〈 0．1〉   〈1．5 〉  

・度  6．5   0．1   1．1  56．6  0．6  9．9  

〈 軋8）   〈 0．1〉   （1．5 〉  

度  6．7   0．1   1．2  56．8  0．6  10．0  

〈 軋9 〉   〈 0．1〉   〈1．6 〉   

注：平JJ封5年度以降は「総報酬ベーース」（7）数倍である。また、〈 〉卜加ま「f票準報酬月額ベース」の数肺である 

ー20－  

〔〕総合費用率  

決簡結果（プ‡続）    紐f 二≒  平成13年度  6  平成14隼度  q  平成15隼度  巳 6 四  平成1t川三度  ヤ戌17隼度  汀1：その他拠出令  ㌻ 

肯〃‖率  ぐ；う   しこ〕ノ   L′巾  しり  軒   耳   綱   ㈹   

基礎年金  その他夏日 A   
－－－－ 軒  ー㌢臥的左支廿  標準給り▲総納  給 イ、i 費  基礎隼金  そ 〝）他  国東負担  追加葦用       賃金十．昇率  物   価  丁ノ＝川  i4トl十  

′’りぐll  

Uぺ．  佑Ilj   倍lリ   億H   億Il】  佗l】1  憶Il】  値lり  †扁‖  佑l】l   一豆】  

11．：1〉  232  （0．005）  

1ノ1．2〉  ニう，1：引）  〈川，∩（）5〉  2，112  l，】84  5l  42‡）  21R  （〕∴i  △（）．9   

11∴∋  203  0．2  △ 0．3  

15，2〉  〈1リ，275〉  

11．5  26，2（〕：う  l（jO  ∧ 0．4  0．0  

15，5）  〈拍．57コ）  

11．H  2（；，495  178  ／ユ 0．1  △ 0．3   

15＿7）   〈19、815）   

：とは、l隼金側こ険行脚一   用命」げ〕ことで万一る‘、   

注2 その他交イ、r食等収入トは、r財政調整拠日金収入」のことである√  
汀1こ隼齢構成の影響せ酔いた賃金上昇率であるィ 
注4：平成15年度以降は「総報酬ノ＼－ス」の数値である「また、 く 〉 内は り票準給与べいスー 〝1数他である  

総合費用等  ビ・   凍   こ5：   策、）  ㌧し  耳   軋   ㈱   鮎  

圭ゾi ー・・・・ニー八1伽1   夫鞍帆．†⊥支出  
賦適年金  

エリ  ！〔】  

ラ八l   
低礎年金 拠出金  そ〝）他 拠出金 （氾三1）  国陣萬担  追加費用   交イ寸金  そ〝）他交付 金等収入 （江2）  賃金1昇や  物 仙 l首や   

臆円   櫨「†】   億円   億円  億円  億円  億円  億円  億円   

平山＝7隼度   ：う，fう2（う  2tう，HO7  2∴う‘15  1，11ノl  5！）  51H  lリ：！   L3   

、巨戚18午度  ＝仁H   ：i，7：う3  27，川1  2，415  1，ノ1：i6  hl  52：う  17日  2．0   】∵   
1㌧祓」り勺∴璃  12．0   こi，R17  27，615  2，√179  1，′170  6‘1  53／l  1（）6  2．3   1．5   

、1′†茂2りiト†空   12．3   4，001  27，洲4  2，572  1，51バ  tう6  54リ  1F；4  2＿7   1．t）   

巨成21隼度  12．0   

平成16年度財政酉計算結果  

′1，192  28．10／1  2，（うR9  l，5バ5  62  パ】7  ト13  2．l   1．0   

汀1：その他拠出金とけ、「叶食保険者拠出金Jげ〕ことであろ（ 
注2 その他交付企等収入とけ、「財政．洞整拠Hl金収入j 折二とである．  
汀：う 二「総報酬べ、スjJ）数値でふろ  

」l  
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○ 厚生年金相当部分に係る総合費用率  

決簡等の結果（尖結推計）  
厚生年金相当部分に  係る総合費川率  田   ②   十   十   ⑤   ④   他   舗  

×100   ③＋⑤  厚生年金   標準給与総額   相当給り費 l   拠Ⅲ金   財政調整   賃金⊥昇率   物仙上 
拠侶金収人   （汗∴＝   汁率   

十（和一⑨  （注）   （除【司維負押り   

％   億円   億H   億円   憶H   億円  億円  
億円   ■沌   ％  

平成13 年 度  〈13．7〉   2，462  〈18，016〉  1，646  1，137   758  58  （0．005）  △ 0．7   

平 成14 年 度   （13．4〉   2．548  〈19．005〉   l．708  1、184   789  51  0．3  △ 0．9   

平 成15 年 度   10．5  2．737  26，076  1，752  1，263   842  143  0．2  △ 0．3   

〈14．2〉  〈19，275〉  

平成16 年 度  10．7  26，263  1，818  1，401   932  68  △ 0．4   0．0   
〈14．4〉  〈19，572〉  

平 成17 年 度  11．0  26，495  1，887  1，452   943  78  △ 0．1  △ 0．3   

〈14．7〉  〈19，845〉  

往1：厚生年債相当給付穿とは、厚生年金保険法附則帯19条帯4嶋帯1号に規定する      年金たる給＝に要すろ質   のうち年倫たる1果断給付に印書H‾る給付に要する訝用として  
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政令で定めるところにより算定した額」のことである。なお、この給付黄には、国庫負担、追加費用及び基礎年令交付金ほ含まれていない。  
注2：その他拠出金とは、r年金保険者拠冊金」のことである。  
注3 年齢偶成の影響を除いた賃金L昇率である。  
往4：平成15年度以降はー総報酬ペース」の数値である。また、〈 〉 内は「標準給与ベース」L7）数値である。   

平成16年度財政再計算に基づいた推計値  

厚生年金相当部分に  
係る総合費用率  ①   ②   （∋   十  ⑥  ⑦  ⑧   ⑨   ⑱   ⑪  

厚生年金  

給付費  昔×100  ③＋④＋⑥ ー（笥－⑧－⑨  標準給与総額   相当部分の  （注 
l）   

その他 拠出金 （注2）  同庫負担 （注3）  基礎年金 交付金  財政調整 拠出金収入  賃金上昇率  物価上昇率   

億ド】   億H   億Il】  億円  億円  佑IrI   ％   ％   倍l－】  倍円  ％  

平J詑】7 年 度  10．6   2，838  26，807   2，071  1，414  59  513  193  1．3   0．5   

平 成18 隼 度   10．8   2，928  27，181   2，130  1，436  6l  519  179  2．0   1．2   

乎」成19 年 度   10．9   3，020  27，645   2，181  1，470  64  530  166  2．3   1．5   

平 成20 隼 度   11．2   3，140  27，984   2，256  1，518  66  545  154  2．7   1．9   

平 成 21年 度   10．8   3，041  28，104   2，350  1，5とほ  62  814  143  2．1   1．0   
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注1：厚生年金相当部分の給付費とは、給付費から職域細分の給付費用を除いた額として推計した額を計上している。  
注2：その他拠州金とは、「年金保険者拠日金」のことである。  
拝3・同庫負担から職域部分の同庫負担を除いた額として推計した額を計l二している。  
注4 「総報酬ベース」の数値である。  

－  ∵ ∵  

○ 独自給付費用率  ＿
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決算結果（実緒）  

独自給付費用率  十   ②   ③   十   ⑤   十  ⑦  十  十   ⑩   径少   爾  

×100  実質的な支＝  
その他  

③十④十亀ノ  
基礎年金 拠出金  基礎年金 拠出金  

（除国麗句牒）   交付金    収入（注2）   

－④一噂1－⑩   

％   億円   億円  億円  億円   億円  佑円  億円  億円  億円  佑円   ％   ％  

平成13年度                             〈10．1〉   2，985  〈18，016〉  2，023  1，137   758  58  415  232   （0．005）  △ 0．7   

平成14年度  〈10．1〉   3．130  〈19．005〉  2、112  1．184   789  51  ●   218  
平成15年度   8．0  3，38日  26，076  842  143  452  203  0．2  △ 0．3   

〈10．9〉  〈19，275〉  

平成16隼度  8．0  26，263  932  68  499   190  △ 0．4  0．0   

〈10．7〉  〈1g，572〉  

平成17年度  8．2  26，495  943  78  537   178  △ 0．1  △ 0．3   

〈11．0〉  〈19，845〉   

注1：その他拠出金とは、l年金保険者拠出金」のことである。   
注2・その他交付金等収入とは、r財政調整拠出金収入」（ハニとである。  
注3：年齢構成の影響を除いた貸金上昇率である。  
注4：平成15年度以降は「総報酬ペース」〝）数艇である。また、（〉 内は「標準給うベース」の数個である。  

平成16年度財政再計隻結果  

独自給付手相率  （む   ②   （動   ④   （9   喧）  ⑦  （動  十   ⑲   ⑪   ⑫  

×100  実質的な支出  
その他  

③＋④＋⑥  
基礎年金 拠出金  基礎年金 拠出金  

－⑧－⑨－⑩   
（除国中負搾）   交付金    収入（注2）   

％   偉Iリ   億円  億円  僚川   條Iリ  億円  億円  條rl】  億円  億I11   ％   ％  

平成17年度                             8，1   3．626  26，807  2，345  1，414   927  59  518  193  1．3  0．5   

平成18年度  8．3   3，733  27．181  2，415  1，436   941  61  523  179  2．0   1．2   

平成19年度  8．5   3，糾7  27，645  2，479  1，470   964  64  534  166  2．3   l，5   

くIそ成20年度  8．8   4，001  27，984  2，572  1，518   995  66  5ノ19   154  2．7   1．9   

平成21年度  9．2   4，192  28，104  2，689  1，585   792  62  R17   143  2．l   1．0   

注1：その他拠出金とは、1年金保険者拠出金」のことである。   
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 江2：その他交付金等収入とは、r財政調整拠出金収入」のことである。  

注3：「総報酬ベース」の数値であるu  
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C）ノ学生年余相当部分に係る独白給付費用字  

決箸等げ）結果（実績推計）  
厚牛叶金」H】当部う）に  

係ろ独自給付曹用率  瀕   

厚生隼金  そゾ）他  
拠日金  財政調整 他州金収人  賃金卜早手   物価上昇率   甘、 －：；メ：1t）0 陀  ニ′ごラ）＋し汀一組－  標準給り▲雑種   相二1給付 費（iLl）  基礎隼金 他州金  
（注2）  ほ上3）  

低目  佑門   ％   ％  

平成13年二度  〈9．5〉   5日  （0，005）  △ 0．7   
、卜成14 年 度   〈9＿3〉   51  0．3  △ 0．9   

7．3  1，895  26，076  1，752  1．263  143      0．2  ／＼0．3   
〈9．8〉  〈19275〉  

平成16隼席   7．2  1，886  26，263  1，818  1，401  68  △ 0．4   0．0   

〈9．t；＼  〈19572〉  

平成17隼J奪   7．4  l，9（う4  26，495  1，わH7  1，452  7日  △ 0．1  ／＼0．3   

〈9．9〉  〈19，目45〉  
注1＝厚隼牛金柑ニーj半封寸欝とは、Jソ隼牛倒矧箕法附則帯1リ兼帯4埴第1号に班長対るi「無たる給イ＝こ・蜜1る常州り）う丁，叫三瀬たる保険給付に相川する給‖に要すて            費用として   平成15隼度  

政令で芯y）るところに上り射いノた軌〝）二とであるlなお、この拾†寸凱こlユ、同庫負担、追加費川放び基礎年金丞汀十金は含まれていない。   
‖2：一千折他他山金と11、l隼金1某険肯拠出金」〔／）二十でlをノる  
注：づ 年齢構成〟）影響を除いた賃金上昇ヰである 
往4＝ 平成15年度1こ上略111総報酬ハニーース」爪数値で鼠る また、（ノl一帖卜昭雄㈲ヤベ ス」山数値で【をノる「   

平成16年度財政再計算に基づいた推計値  

係る独自給付費用率  監   志   昔   ぶ   碇   、∠ 運ニ   榔   小   リー  

箋ノ十せ十甘  
【： 

ニメ100  拠出金   才正  標準給与▲総額  厚斗年金 和当部労≠  基礎年金  基礎隼金   その他 拠「H金  国庫負担  基礎年金  財i攻調整  賃金卜昇華  物価上汁率  

（拝1）   （注2）   

値「］   億円   借門  億円   佑円  條円  佑【リ  値円   佑ll】   ％   

ヤ成17隼度   1，911  26，807   2．071  1，414   9ニZ7  59  513  193  1．3   0．5  

1，987  27，181   2，130  1，436   941  61  51（）  179  2．0   1．2   

2，056  27，645   2，1とぅ1  1，470   964  64  530  166  2．3   1．5   

2，1ノ15  27，984   2，256  1，518   995  66  545  154  2．7   1．9   厚生年金相当部分に  2，248  28，104   2，350  1，585   79：ヱ  6三三  814  143  2．1   l．0   

注1■ 厚ノト隼企相、」j部分げ〕給付費と圧、綻困牒かり敵城部分の髄付費用を除いた額として推計した額を計上している‘、  
注2：そl／〕他他州金と【．t、r牛倒呆鹸者他州令」〔／）ニとである．  
デ1．：iこ 同帝負担か「J職域部分の阿帝負担ケ除いた緋として推言＝ノた勧を計上している  
汁」 r総種付卜＼－ス」（／j敬債てあろ。  

二：・l  

0 収支比率  

り 4   f；  〔〒  耳   頑   粟  串   

芙旨針圧いいtl  絵 f寸 曹   
そJ）他堂  

ビ＼＋∴＋ニ1二  
一h－7パ  基礎年金  そイ）他 拠ト＝金  ［司好色揮  追加l管用  基礎年令   付金等収  掛金収入  遠 州 収 入  貸金 卜昇率    物価 L享子乎l運月卜糾垣」り      拠 出 金  7注1）    セ1寸金  人（i生2）  （江二1）   （】生4）   

修H  脳H  勝目  僚門  鯨H  傍目  億円  脂H  佑H   停H   十＼、  

2，リボ5  2，り2二！  1，1二汀  58  415  2：‡2  2，4（il   （0．005）  2．（う  

3，1こぅ0  2，112  1，1トト1  51  42リ  21～う  2，5パ6   fう（う7  0．3    △0．9 2，2  

L△9（）］  ［△0．3］  

2，736  670  △0．3 2．0  

［釧叫  ［2．6］  

2．75と‡  738  0．0 1．8  

［l，10：う］  ［3．4］  

1，359  4．2  

Ll，別〕3］  ［5．可   ：1∴iH8  2，185  1，26二i  14：与  452   203  
・l′成1ニi句二度  

下城14叶度  

［時価巨トス  

、1′祓15隼度  

【時価べ－1  

・ド成1（i隼度  

【鴫仙ヘー∴  
平成t7隼度  

【時価ベース  
－
・
ノ
し
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その他交付金等収人とは、l町政調製朋証沌抽人」机二王てある  
掛金収入にほ都道肘特称助金主含す」－．  

年齢構成ノ）景；℡を除いた賃令上昇率でぁそ，‘  

収 支比率  

旦二邑＝。t 亙十両   

十＼  

、F成一7年塵    （＝．ミ）   

平成】H年度  R5．R   

▲1†成】9隼度  82．9   

平成20年席  RO－5   

、！㍉成21年度  75．（】   

汗1．その他拠出金とは、 r年   、】パ茂16勺てせ財  l牧内．汁簡紆        ＿                            i 
黒こ   

ヱ   じ  ＋十＋  ⑨   血   8三  領3   

二お線的な吉机  
U／◆J◆（4．  
、17、亭 給 り 脅  基礎年金 拠出金  そ直他 拠出金 （止1）  同冊㌣日揮  1日加資II】  基礎年金 交付金  そJ）他交 り令等叫某 ナ、（出′21  掛金叫上人  麹i川 根 入  壊令上汁ヰそ    物価上iトキ阜 運用利【l」り   
佑門  億円  億円  億円  億円  憶rr］  億円  億円  億円   億円   ★＼十  一瑳，  l瑳，   

3，626  ご：i15  ト ‖l  59  51日  193  2．87：5   5】0  1．3  0．5  i．6   

17tブ  ：j．（）0（）   7／1り   2．（）  1．2  2∴う   

l（；（う  3，14ポ   851   2．3  l．5  2．（；   

15・1  3，285  l，002   2．7  1．9  3．0  

143  3，400  1，Ot）H   2．1  1，0  3＿2   ：う」7：i：i  告1ほ  l，′1二う6  h】  h2こう                       コ．847  2】179  1，470  6‘1  5こう∫′l                       ‘1，001  2，572  1，518  66  5個                       4，192 し金保険者拠出  2，（うH9 金リノニとで  1，585 ふ〉ろし  62  817  
江2 そ山他項付奄等収入とIj、r財政調軽拠出金収人」レ「）二と〔・ある  

ー・  ＝・ l  
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○ 積立比率  

決算結果（実績）  

摘立比率  ②   ④  ⑤    十十   ¢）   十   胆   馳   せ等  

基礎年金  その他交 食収   前 年 度 末  貸金 卜｝トキミ   物価 上昇率  運用耐‖司り  

⑨  実質的な支川  給 付 汗  基礎年金  その他 拠川金  国撞負担  追加費用     付等                ①－⑤  （夏ノ◆しわ＋宜 一（¢：l一し1Ⅹ   拠 H 金  d （注1）    交イ寸金  人（往2）  積 立 金  （ほ3）   

億ll】   億IIJ   億Il】  億円  億ll】  億Ilj  億lll  億lり   低IJ】   ％   ％   ％  

平成13年度  11．7  2，985  2，023  1，137  58  415  232  30，123  仙005）  △ 0．7   2．6   
平成14年度  3，130  2，112  1，184  51  429  218  30，800   0．3   △ 0，9   2．2   
［時価ペース］   ［△0．3］  
平成15年度  3，388  2，185  1，263  143  452  203  31，368  0．2   ∠ゝ 0．3  2．0  
［時価ペース］   ［31625］  ［26］   

iド成16年度  3，532  2，252  1，401  68  499  190  31，802  0．0   1．8  
［時価ベース］   ［32242］   ［34］   

JIそ成17年度  3，661  2，310  1，452  78  537  178  32，102  ／Å 0．3   4．2  
［時価ベース］   「33．0791   「5．81   
注1：その他拠出金とは、r年金保険者拠出金」のことである．▲   
注2：その他交付金等収入とは、r財政調整拠Jl怜収入」のことである。  
往3：年齢構成の影響を除いた貸金ト打率である。  

平成16年度財  政再計算結果  

稽☆比率  ＋   ②   ③   ④  ⑤  ⑥  十  侃   ⑨   ⑩   ⑪   十  

①－⑤   拠日金   ⑨   実質的な支出 ②1■廣一④  

一匿い‥や－⑧   

億円   億円   低目  億円  億■円  億円  億円  低目   億円   ％   ％   ％  

±I三成17年度  10．3  3，626  2，345  1，414  59  518  193  31，988   1．3   0．5   1．6   
平成18年度  10．1   3，733  2，415  1，436  61  523  179  32，263   2．0   l．2   2．3   
j平成19年度  9．9   3，847  2，479  1，470  64  534  166  32，794   2．3   1．5   2．6   
平成20年度  9．7   4，001  2，572  1，518  66  549  154  33，479   2．7   1．9   3．0   
平成21年度  10．2   4，192  2，689  1，585  62  817  143  34，315   2．1   1．0   3．2   

注1：その他拠出金とは、r年金保険者拠Ⅲ金」のことである。   
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注2：その他交付金等収入とは、「財政調整拠日金収入」のことである。  
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平 成17 年 度 財 政 状 況  

一国民年金（基礎年金）－－  

1．収支状況  

（1）基礎年金勘定の収支状況  
1
 
2
 
3
 
 

く2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況  
（3）国民年金勘定の収支状況  

2．給付状況  
（1）受給権音数、年金総額、老齢年金受給権者平均年金魚および平均加入期間  
（2）老齢年金受給権者の年齢構成  

3．被保険者状況（第1号被保険者、第3号被保険者別）  
（1）被保険者数、被保険者平均年齢  
（2）被保険者の分布（第1号被保険者）  
（3）被保険者の分布（第3号被保険者）  

4．積立金の運用状況について  

5．財政再計井における将来見通しとの比較  
（1）国民年金勘定の収支状況の比較  
（2）基礎年金の被保険者数及び受給者数の比較  
（3）財政指標の比較  

国民年金（基礎年金） 平成17年度財政状況等の概要  

1．収支状況  
＝）基礎隼金勘定ソ）収友状況  

前年度との比較  
平IJk】：i叶 度  平 成 t1年 攫  平 hk15 牛 度  平 成1f一 年 度  平 成 け 叶1聖  

（伸び率ワイー〕   

億円   億円   億円   博一†   f酎l】   億円  
収ノ、結締  15ご，2（）2   15リ，（うfi5   lf汀，′lf川   175，575   1R4∴う∩2   軋727  （ 5．（）％）  

嗅  
拠出金等収入   1′11J用0   1′17，97fi   15こいう5ニヱ   1（う（），11iこう   1ぐ軋（iHh   d，5二2：i  t  5．こi切〉）  

払越年三食拠川粂   l二∃7，05：〕   ト1：i，21リ   1■lR，897   155、127   】6：i．800   R，373  （ 5．4％）  

特別同庫負押≠け瀾   ・t甘州   1，757   1，755   1，7ニう〔i   ∫1．月R5   1■柏  （ ：i．1射  

入                                                                                               越川収7、   2Uリ   175   7り   R3   ＼＼十   0  （  り．軒端）  

そノ）他   1（L＝：1   1l、5l」l   l二う，7：∠リ   1三）∴う2！う   1㍉5：iこう   204  （ 1．：i％）   

支出総紬   】4（），74l   】」5，りり：i   15コ，】74   川qO粧   】70．】‖）   l（〕，（）7・1  （ h．：う％）  

友  
杜碩年金給†寸費〔本来分）   †）：i，fiこう：i   10ご∴1（jl   1川，7こぅ5   11軋1い璽   1：れ3日fi   H，268  （ 7．り射  

基礎叶金柑二し綴汀1隼   17，川7   1：う，1リリ   ＝、宥廿   11，リーミ7   1：う，77こう   1，Hり6  （ 1．こう％）  

（基礎句二金ノ王イ1食）  

そ山他   0  （ 1．ti％）   

収  支  稚  ll∴川l   l：l，（う72   15，2お5   15，4バリ   ト1，142   ∧l，ニー47  （△H．71垢）   

叶 度 j二 楕 、■J 金  T∴！・lli   7．㍗川   7，2・1fl   7∴ミ4tう   7，246   0  （ 0．り1年．）   

十ノし   十人   千人   ト人   ト人   十人  
拠＝金管ンと対象者数  59．21リ   58，ト12   57、り65   57，パ1〔1   59、6n6   1，79】   （：ミ．1％）   

lり  lリ  ‖  
掛目金単価〔ノi餌）  2（），ト竹  21，」150  2コ，2：弓～）  22，924  22．9R6   62  （  0．3軋1   

Pl  円  n  ＝  円  円  
搬険料相1額 t月詣！）  13、4二5こう  14∴！00  i4，H2（う  15，240  】4，別）5  △3：う5  （△2．2％ノ）   

（注IJ「厳礎隼金勘定直樗キ金■11、基礎勺金制度か増／、さ慮l′←二昭和6仲度Lり、間尺年金法（昭和3叶法律第l√11ぢ）に弘一5ィニム⊆礎叶令等〔7〕給付財源とLて、  
同民年金勘定〝）械こr金ノ〕瓢を、二J〕勘定Jj楕立金としたヰ，のてある  

（汀2）平成17年煙か〔J第ニー弓削某険肴ゾ）特剛馴】しり措剛て講じられた これにLり、平成17年度〝）勘11令算定対象者敏がl，472千人増加しノていろ 

】  
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（2）基礎年金の制度別 給付状況及び負担状況   

給付状況」イ成17年度確定値注）  

基礎年金給付費  
（本来分）  給付費（旧法分）  国家公務員  私立：7∵顆  合   計  

（基礎年金交付金）  国民年金   相生年金  教職員  
共済組合   

億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   億円   
126，359   42，887   18，583   は，923   1，638   ：i，5（〕：う   1とiO   169，246   

負担状況（平成17年度確定値注）  

基礎年金拠出金   L当家公務員  私＼∵半枚  特別国庫負糾   合   計  
国 民年金   厚生年∴金  教職員  

共済組合   

億円   億円   億lリ   億「l】   億P】   億円   億円   億†1】   

164，416   32，276   115，2（）7   4，190   11，300   1，443   4，830   169，246   

（1旨）   （2弓一）   （2旨）   （2旨）   （2号）  

丁一人   千人   千人   下人   丁・人  下人  
（拠出金算定   1l，70l   31，031  l，049  3，035  406  

対象者数）  59，606  
（3号）   （3号）   （3号）   （3号）   

千人  千人   下人  下人  
10，735  471  1，062  117   

（汁）上記確定値に対して、l頁の収支状況の内訳における金額は、平成17年度に係る概劉1きこと平成15年度に係る精算執を合計したもの等であり、異なるものとなる。   

鹿礎年金拠出金単価   

（参考）基礎年金の被保険者数、受給権音数の状況  

老齢基礎年金受給権音数   
時事基礎年金受給権者数   
遺族基礎年金受給権音数   

被保険者数合計   
第1号被保険者数（任意力IL入含む）   

第2号被保険者数   
第3号被保険者数  

22，986円  

24，340千人（平成18年3月末現在、みなし老齢基礎年金受給権者を含む、推計値）  
1，727千人（ 同  上 、みなし障害基礎年金受給権者を含む、推計値）   
290丁＼人（ 同  上 、みなし遺族基礎隼金受給権者を含む、推計値）  

69，878千人（平成18年3月末現在）  
21，903千人（ 同  上 ）  
37．052千人（ 同   ヒ ）  
10，922千人（ 同  上 ）  
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（3）国民年金勘定の収支状況  

平成13年度  平成14年度  平成15年度  平成16年度  平成17年度   前年度との比較  
（伸び率％）   

億円   鹿Il】   億円   億ll】   億Il】   臆円  

収 入 総 額  60，389   58，224   57，677   55，709   61，175   5，466  （9．8％）  

［時価ベース〕   ［59．371］   ［55，956］   【60，636］   ［57，319］   ［66．268］   8，949  （15．6％）  

収  19，538   18，958   19，627   19，354   19，480   126   （0．6一岨）  

固 唾 負 担   14，307   14，565   1ノl，963   15，219   17，0二三O   1，801  （11．硝）  

運 用 収 入   2．263   1．897   l，523   l，044   758   △286  （△27∴1％）  

［時価ベース］  ［l，246］  ［△371】  t4，482］  ［2，654］  ［5，851〕  3，197（120．5％）  
ノ＼  

年金資金運用基金納付  600  （－）  

基礎年金交付金  24，245  22．771  21，534  20，076  18．763  △1，312（△6．5％）  

積立金より受入  4，539  （－）  

その他  3f）  32  30  16  15  △1（△H．兢）   

支 出 総 額   59，205   58，709   58，177   57，416   62，245   4，830  （8．4％）  

支                      給 付 費   25，1：う3   23，R19   22，293   2n，888   19．527   △L361  （△6．5％）   

出  基礎年金拠出金   32，871   33，693   34，853   35，437   38．976   3，538   （10．0％）  

そ の 他   1，20l   1，196   l．031   1，091   3，7ノ13   2，652  （243∴雄）   

収  支  残  l，】84   △485   △500   △l，707   △l．071   636  （△37．璃）   

［時価ペーース］  ［167］  【△2，753］   ［2，459］   t△96］   ［4．023］   4，119 （△4278．7％）  

業務勘定より  
国民年金勘定積立金への繰入  98   103   3   87   131   45  （51．珊）   

年度末積立金  99，490   99，108   98，612   96，991   91．514   △5，478  （△5．6％）   

［時価ベース］  ［97，348］   ［94．698］   ［97，160］   ［97，151】   r96，766］   △384   （△0．4％）   

積立金運用利回り  
［時価べ－一ス］  1．29％   △0．39％   4．7鍋   2．77㌔   6．88％   4．11％  （ － ）   

○上記の［］内は、年金資金連用基金における市境運用分について、株式等の評価損益も運用収入に含める時価ペースで評価Lた  
t）のであり、現金ベースの収支を示す国民年金の特別会計の決篭とは異なる。ただし、、ド成17年度の運用収入は、年金貸金運  
用基金納付金相当額を控除したものである。（時価ベースで評価した収支矧こ常務勘定より国民年金勘定積立金への繰入を加え  

特記事項  積立金より受入を控除したものは年金積立金の当年度の時価の増減毛削こ一致rJ）  
なお、時価ベースの評価には、旧年金福祉事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を含めており、承継資産に係る損益  
の厚生年金・国民年金への按分は、厚生年金・国民年金の積立金の元本平均残高の比率により行っているl、  
○平成17年度の収支状況は、平成17年度決算（平成18年8月公表）及び「平成17年度厚生年金保険及び国民年金における  
年金積立金運用報告さ」（平成18年12月）に基づき作成している。   
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国民年金の収支状況の概略図（平成17年度）   

和衰亡  
保険料収入 19．ヰ80億円  

受給者  
（旧法国民年金）  

汗＝運用収入及び牛硬末横手■令け）［］内（ま q余誓金連用某斜こおけろ市場播州分に／」いて、株式等の評価柏益も運州収入に含めろ時価ベースで評価した章」のであー）、現金′こ－ス   
の収支を示す国民句三金J）特別会言一打澱育とは異なる。ただし、椎用収入は、年金資金運用基令姉付会紬、1輸を控除した‡J山であそ′。   
′仁お、時価八一スノ）評附こけl【拝金施与祉事業川から承継した髄庫（承継資産）に係る損益を含肘〕ており、厚′l年金・国民隼金へれ按分は、厚′1ヰ金・国民年金ルノ橋立企♂）元  
本・lモボノー隻高mlt字ミト∵上り行／」ていて－  

4 一  

2給付状況（新法基礎隼金とIl】法H民隼金とを合訂したもので、被川音年金♂）みなし基礎隼金に係る受給権首及び年金総額等は含まれてい加、）   
（1）受給権音数∴年金総額、老齢年金ノ受給権者平均年金月額および平均加入期間  

牛3H末  平成17年3月末  平1J電18年3【末  前叶摩とび）比較（伸び率 ％）   

「人   「人   r人   「▲人   
コ2．FJ44   ！：‡．131   コ1，3†】二∃   リ（i2  （4．】㌔）   

川．リH5   川．リlざl   」（），リコリ   1り11  （5．川）   

1．軋汚   l．うぅ二！   1，け1   ＜l只     しへ5一（札）   
l．！制J   】，ホlリ   1，655   こ‡G  （22％）   

：i5：∋   315   335   ′へ、10    （′へ、291））   

億Ir   億il   僚【】   傍目   
139，】33   145．！）2：う   15：i．封11   7．57日  t 3．2％）   

11札付軋   1二三5．lり7   133，0‖   7．517  （6．0㌔）   

3．〔2二三   3JltうH   ミ，：川   ∧15コ    （．へ4．5≠）   
ト1／ヱ：1b   11．1り7   1lTパパ   2Rコ  （l．！jゝ）   

filこ！   ∴∴誉1   ∴i打：1   △糾     t△2T≠）   
十人   千ノ、   十人   十人   

」コ，1（〕2   ：三三，†Jパパ   23．里拍   g58  （4，2％）   

1H，H90   1リ．Hコ0   ！L）．H：i2   1．tjlコ  （5．1ウ■）   

1，（i20   1，517   1．47（）   △77    （上ゝ5．0％）   
し451   1．・1日ご   1．51〔l   」H  （19㌔）   

14：～   仁拍   1銅   ∧5    （：＜：う．6ヽ）   

億H   億H   偉卜】   t罠H   

l：輔バ川   巨＝．（）76   15り，6（） 7．うコ6  （ム3％）   

118．封持   1二）5，り19   1二52，52：l   7，5り▲l  （6，帆）   

i．十川   3Ji5月   i，コローJ   ∧151  （∧1．5％）   

Ⅰ3．】ご0   1：う，33】   1こl．54汚   217  （1．6ヽ）   

11nl   】バミti声   】」12・1   ∧41  （′、32％）   

r人   「人   丁人   一人   
リ   リ   十   ∠ゝ（） t∧12ヽ）  

（）   
（）  

9   リ   十  ．へ0  しへ11も）   
0   0   ∧り    （／＼3811））   

億円   億円   億円   †彦円   
I十   Hり   7り   ‘へ1 （′へ1．4％）  

「1   
（）  

l‖   封り  へ1 （′＼1」11）   

∩   ∩  ∧0   （＜3‘1R㌔）   
鰭Il   t郎】   （磨Il   

50   
憶1】J  

∫lポ   47   △l （△1≡1≠）  

（ j   
（）  

うn   1; △1 （△1．4ヽ）   

0  0   0   △0    （∠ゝこiti．椚i）   

ト人   丁ノ、   r人   r∵人   

4：12   4：i5   1り   4  （l．0ヽ）   

95   リ5   1  11．hヽ）  

へ0 （∧∬7ヽ）   
lご0   1J十   H  （6．2ヽ）   

2】】   コ（〕バ   2（）1   ∧5    1＜2，1≠）   

催い   憶l】i   †尉【   t削1】   

2，732   ∴7f17’   2，R2（）   5コ  （1．ワ％J   

】78   I ? （2．7ヽ）  

111 10  ∧1 （△勺りl）  

L作目  1．0勺！l  1＝㍑   lif5  （（う．1㌔）   

l，ごlコ   1．1日：†   1．1hR   とゝ25  しハ▲2．1≠：  

平成1・1年3fl朱  平成15年こiH  東   平成16年31う   

「人   r人  
計  ごl）．（；…  21  コ2．F巨  

老I声年令   l（）こうり  川  川．リf   

通草距齢年金   l，7（1l  捏〕7  1．軋   

樽萬年金   l予価  5・13  

l■族年金   367  16（）  

鰭‖   備H  
計  1：三5，8：Ⅲ  ＝！  139，】：  

老齢勺飯   t（15．4リ】  15！）  11り．川   

農草書齢隼金   ：i．Hコ】  3．  3．〔：   

障嘗勺二立   l：‡．7R二三   侶＝  ト1／ヱ  

磨耗年金   ∵．7：う：う  hH：1   

r人   十人  
計  20，：ご：三日  ／1＋  」コ，1（  

芭齢年金   16，りこ1（J  リ56  1H，H（   

頗黄老齢年余   1，75H   （1日1  

帽署年余   1．3リ4  4こヱ：〉  し4．   

」組L   14h  l▲14  

陥H   儒H  
計  1ご：り）5f；  1ニ札  l証亘  
モボ中二金   川5．川＝  112，  118．う   

l重態老齢年金   1．8研   ドJ！）  i．5   
隋雷年金   1ニ），7H：く  0（略  

’族鉦金   l－4（；2  仁腑  l．1   
「人  rノ、  

計  川   
老齢年金  
滴磯芭l綜年金  
瞳♯年金   9   

遺族年金  
億円  億円  

計  リり  リ1   

老齢年金  
通貴書齢年余  
撞害年金  リニ1  十＋＋  

磨炉三くI金  

憶llI  唐川  
計  57  1  

老齢年金  
励幹老齢年金  
障害年金  51   
遺族年金  

r人  r人  
封  4二il  4：1  4  

通算老齢年金  
持去年金   llご  

皿   
（拝酎齢年金辛け∴引打壊礎l金、11j．㌣軌掛隼金（退場老齢fト金」、t外〕机▼し1万一る 

▼■ ．）  

参（国年）一61   



平成1∠i隼3月末  平成15年：j月末  ・n成16年3り末  11く成17年：jIl末  巾Jklと‡牛3り末  前隼健と〝）比較（伸びや りム）   

丁ノ、   r人   卜人   千人   一人   †・人  
減  人   計  5，91さ；   5．892   5．R92   5，871   5．799   ∠二72  （ム1．2％）  

老齢年金   5，11l   5．150   5．18コ   5，1リ4   5．158   △：i6  （‘1n．7％）  

受                                         輔  員                       適旦老齢年金  

支  金   計   24．568   21，651   24．6（り   2■1．日用   2・1，5（iポ   △10こZ  （▲＼0．■1％）  

給  23．035   23，Ⅰ75   23，259   23，3ニー2   2：l，2鋸   ∠136  し♪＼0．2≠ノ  

捨   t．5：i：i   仁】7（う   1．10：う   1，二亨：汀   1．コ7l   △fi6  （∠′ゝ∫l．リ％）  

丁▲人   下人   下人   千人   丁人   千人  
権  計  91  105  †ノ1   14：】   lト」   2り    （t：i．7％）   

老齢年金  91  05  124   14．弓   1f12   20 （1、‡．71－）   

額  （－）  
者  僻目   億円   億円   億H   億H   倍H  
支   計  R34  969  l，Ⅰ43   1，323   l，515   】92    （14．5㌔）  

老齢年金  H‘14  り■  1．14、う   1，、i2、弓   1．515   192 （＝＝1ヽ）   

JRl  緬  （－）   

lり   111 円   ll】   

51，622   52，233   52，261   52．514   52，963   449  （0．9％）  

男  円  円  円  円  円  円   
女   てlろ均隼金JI額  57．馴ヰ  58．I12  57，842  57，8：i6  57．975  139  （0．2㌔）  

減郁夫給されたものの平均  円  円  円  円  円  円   
計   年金月額  37，：i】6  37．503  37，399  こ！7．433  37．640  207  （0．6㌔）  

老齢年金平均加人期間  月  月  月  月  ＝  月  
29コ  30〔〉  二iO7  3トl  322  8  （2．5％）   

老齢年金、l′▲均隼金目細  H  川  H  円  円  円  
58．O13  58，430  58，18g  58，200  58，429  229  （0．4％）  

男  円  H  円  円  H  H  
平均年金月額  62－424  62．59▲1  62－168  62，016  62．070  24  （0．仇）  

減額支給されたヰ，のの一軒均  H  円  H  円  円  円  
作  3月，7：14  3R．627  3H．152  37．76月  37．685  ∠1R3  （∠」0．2¶j  

老齢年金平均加入期間  月  月  月  月  月  月  
：う2月  337  ：145  353  3（il  8  （2．3％）   

老齢年金平均年金円挿  円  円  円  円  円  円  
47．142  47，R18  47．988  48，365  胡，929  5f）3  （l．2％）  

女  円  円  円  円  円  円  
平均年金月額  53，55n  5：う，959  53，8：弓7  5こ1，945  54．21）4  25g  （0．5ヽ）  

減額支給されたものの・Iミ均  円  ll】  lll  Iり  

惟  二痛，臼3：i  ：う7．12t  ：汀，142  ：け．：弓17  ：汀．62・l   307  （0．溝）  

老齢年金、I〔均加入期間  月   月   月   月   月   月  
266   273   280   2烏6   29：！   7  （24％）   

（注） 老齢年金とは、老齢基礎年金、    日法老齢年金（通算色齢年金以外）のことである 

．
撫
一
 

平成13年度  平威14年度  平成15年度  平成16年三度  平成17年摩  前年度との比較（伸び率 ％）   

老齢年金こ1そ均年金月額  lリ  円  円  門  
（新規裁定）  5：う，527  5こ1，H21  52，615  53，Ot）2  54．10：1  1，011  tl．9％）  

男  円  円  円  円  円  円  
女  58．404  5軋5（11  57．699  57，4丁4  57．】98  △2丁6 （ユ0．5％）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  
計  39，273  39，910  40，306  40，314  40，872  558 （1．4％）  

老齢年金平均加入期間  月  月   月   月   月   月  
（新規裁定）  34fl  35ノl   ：う61   3t摘   こi71   6  （1．6％）   

老齢年金、I∈均年金月額  円  川  円  ＝  円  H  

（新規裁定）  57，975  57，6（14  56，090  55，93：Z  57，038  1，106 （2．0％）  

男  lり  l∫】  円  lリ  lり  

平均年金月額  63．630  63，298  62．040  61．274  60．753   △521  （ム0．8％）  

減額支給されたものの平均  円  円  円  円  円  円  
性  4こ∠，760  42，75l  43．260  42，634  43．425  790  （1．9％）  

老齢年金平均加入期間  月   月   

（新規裁定）  39g   407   41こ！   41H   L∵   5  （1．2％）   

老齢年金平均年金月額  円  円  円  円  円  円  
（新規裁定）  51，931  52，496  51，424  52．川0  53．093  992  （l．9％）  

女  円  円  円  ‖  円  円  
平均年金月額  56，583  56，9L8  56．280  56，221  56，024  △196  （△0．3％）  

減額支給されたヰ）の♂）平均  円  円  円  円  lI】  円  

性  ：57，t‖：う  二i8．バIl  ：川，177  こ】9，363  3リ，パ：】1  小用  （l，2％）  

老齢年令平均加人期間  月   月   月   月   月   月  
（新規裁定）  327   335   344   こ‡51   ：ま56   5  （1．4％）   

（注）老齢年金とは、老齢基礎年金、旧法老齢年金（通算老齢年金以外）のことである 
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（2）老齢年金一受給権者ゾ）iF齢構成  

l平成1ト～勺：うrl末）  

割 合  割 合  調 rナ   

＝  歳末繍   丁人   「人   り  十人   

バ ∴   277  ：1．】  1：机1  ；．（i  7〔）7   ：う．4  

7 り   こ1，l二川   ニー5∴う   ：う，157   2軋7   （う，51）：う   こ11．5   

′■  J）   2，H（う：う   ニう2．2   ：ミ，こぅ55   21’．9   6，二1モノ   29．7   

→－  H（）   】，肌用   2l．4   2，4臣l   2（）．6   4∴用0   21．（）   

、   H 5   375   1，010   軋1   1，：うR5   6．6   

t）（）   1リ～）   2．2   718   （；．0   り17   4．4  

1＋∴   封痛   1，リ   717   二う，4   

一汁   け絆鞭   1りU．り   1二2，（ト10   1（）り、0   2り，リ2！）   10什0   

均 隼 齢   72．4 歳  7▲1∴う 歳  7：1．5  戚   

1朗査の方法   仝  数  続  封   

仙） 老齢年令とは、老齢農儲サ牒、＝用、老齢年金（通算老齢咋余り外1ノ）ニとである【  

一 日 －  

：う．被保険者状況（第1り被保険首、第こiり一紙保険音別）   

（り 被保険音数、被保険肯平均隼齢  

第   ．汁  

被        7j  男性  

保  
険  

女性  

甘 数      第 3  

／ノ   

女性   

被  第  封   
抹  
険   Jノ  リ作   

甘  女性  
平  

均      第   
隼  田   計  
齢  「1 ′プ  野性  

女性   

特 記 事 項   

統．汁調査〃）方法   

中戒＝年二川末  、れk】5年3月謙二  、恒戒1（う午こり十朱  十戒17年：j′H末  、巨成】H年二j月末   l仰巨伎との比乍交  
（M】び率－ヲく，）   

「人   千人   千人   千人   千人   千人   

22，（）7′1   22，36R   コ2，小）0   22，170   21J州：う   △266  （△1．2％）   

10，りこう2   1Ⅰ，15（う   1l，217   Il，t二1ニう   】l，0IO   △12：う  （△1．1％）   

11，1■11   11，212   1l，川二う   11，0ニi（与   10，89：j   ∧トlこう  （△1．3％）   

r人   r人   r人   r人   一人   丁・人   

1】Jiニーしl   l】，2：柏   1仁094   1（），9！）：う   10，tj22   △71  （△0，6％）   

7り   HO   88   96   7  （8．3％）   

‖，377   11，1t；6   11，（）‖   10，905   10，H27   △78  （△0，7％）   

歳   歳   歳   歳   歳   歳   

二うり．6   39．7   ：う9．6   こぅ9．7   40．0   0」う  （0．H％）   

ニう8．5   ニ‡8．7   ：う8．5   こぅd．7   39．U   0．3  （0．8％）   

▲10，7   ヰ0．7   40．7   ・40．7   41，0   0．3  （0．7％）  

歳  歳  歳  歳  歳  歳  

12．6  ′12．6  42．7  12．R  13．1  0」う  （0．7％）   

・18．7   47∴1   47．0   18．5   48．0   ．へ0．5  （△1，0％）   

12．5   42，（j   ′12．6   ヰ2．H   4こぅ．0   0．2  （0，5％）   

第1号被保険ネ数には任意加入被保険者数を含む 

被保険署、卜均f「齢は抽出統計（抽出ヰ1′′ノ100）   

【リー  
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（2） 被保険者の分布 （第1片披探険者）   

○ 男女合計  

（平成18年3月来現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（隼超）  ～ （年以卜）］  

口 ～55～10   10／－15  15～20    ‖ 20～25十3030～35  35～40  40・・－  合 計   
割 合   

歳以上  歳末満  u  ％  

20 ～  25   4．385  4，385   20．0   

25   ～  30   554 1，86  

‖   
2，416  11．0   

30   ～   35   2，310  10．5   1，248                  373  688  35 ～  40  2，108  9．6  

40 ～  45   185   ……；…≡…  611  1，846  8．4   

45   ヘノ  50   158   l．827   8．3   

50   ′、一  55   203  172   
163   ：……   

n  
2，504  ll．4   

55   ′－   60   378   252   218   n  4，230  19．3   

60   ～  65   
7   7  j  …；…   5  267   l．2   

65   ～   0   1  1   27吋  3   2   3   12   0．1   

合 計   6，502  3，783  2，788 2，484  1，776l，734l，577  l，206   54  21，903  

l  割合（％）   29．717．3    12．7 11．3 8．1  7．9  7．2≡  5．5    0．2  

、ド 均 年 齢   40．0 歳   

・被保険者期間は、第1ぢ・被保険者期間と第3号被保険者期間の合計である。  

特 記 事 項  ・過去に不連続な第1号・第3妄；一被保険者期間を有する者については、当該期間が表中の加入期間にカウントされていない  

場合があるため、統計上、加入期間が実際よりも短い集計表となっている。   

統計調査の方法   抽出統計（抽出率1／100）   

○ 男性  

（平成18年3月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（年超）  ～ （牛以下）］  

〈－5  三 5～10  10／－15 j 15～20  20～25   25～30  30～35 L 35～40   40〈－  合計  
割合   

歳以上  歳末満  ％  

20～ 25  2，375  2，375  

25′、一 30  235  l，274  

30 ～  35  180  1，204  

35 ′㌧  40  164   ≡…≡ ……；。27  1，106   

40一、－ 45  138  325  957  臥7  

45′、 50  125  161  944  8．6  

50′－ 55  155   ；……。。6  
…三…………     146  

1，24イ    ll．3   

55′→〉60  2R5  16 

,,, ,,: 
l 274 560  1，R33  

60へ一65  4  144  6   10  67  0，6  

65′－  0   0   町  2     1   2  6   0．1   

合 計   3，662  2，160   1，491  993   782  681 650  571 20   11，010  

t  割合（％）   33．3  19．6  13．5  9．01  7．1  6．2  5．9  5．2  0．2  

平 均 年 齢   39．0 歳   

－11－  
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O 女性  

（平成IH年3月来現在、単位．千人）  

－12－  

（：ミ） 被保険者の分布 （第3号被保険者）   

0 プi女合計   

（、ド成18年：i月末呪力∴単位二．r人）  

加 入 期 間  ［（年超）  へ （午以卜）］  

合計  
割合  

歳末溝  ー〆】  

25  167   167  1．5   

30   37（〕  400   769   7．0   

35   112  日16  480   l，709  15．6   

40   176 525  糾7   ：5：う2   1，880  17，2   

15   57  1二i2  ノ11ニト  H40   22：i   l，6～）5   ほ．5   

50  3こi  42104 757  ：柑1173   l，50l   1こう．7   

55   55   ‘12   63  557  311I 417   171   1，616  lノl．8   

60   68  61   66  402   187  366  282   153   1，585   14．5   

65   

】，：う39 2，016 2，005 2，8日8 1，113 955   453153   】0，922  

・佃二l   12．318．5 18■4  26・牛 10・2 8・7 4・11・4  

齢   43．1歳   

・被保険有期間は、第1号被保険者期間と第3号被保険者期間の合計である．、  

項  ・過去にイく連続な第1弓′・第3ぢ被保険者期聞を右する者については、、11該期l削が衣中の加入期l削にカウントされていない  

場合があるため、統計上、加入期間が実際よりも短い集計表となっている。   

方法   抽川統計（抽H率l／′10（〕）   

歳以上  

20   ～   

25   ～   

ニiO   ′、   

35   ～   

40   ～   

45   ～   

50  ／、   

55   ～   

60   ～   

65   ～  

一13  
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○ 労使  

（平成18年3月来現在、単位：千人）  

加 入 期 間  【（年超）  ～ （年以下）］  

～5  5～1010～15   H 15～20  20～25  25～：iO   30～35  35～40  40～   合計  
割合   

歳以上  歳未満  ％  

2（）～ 25  0．6  

25′－30   2   3  5  5．1   

iO   ～   35  3  9   9．9   

35   ～  40  2  10  10．2   

40   ′－   45  2  10  10．1   

45   ～   50  2  1 1  10  10．3   

50   ′＼■  55  
2  2  2 1  2  17．3   

55   へノ  60   】5   
7  3  3   2  2  l  3  35  36．6   

60／、 65  

65 へ′  

合 計   40  21  12   8   6  3  3  

l  

3  96  

割合（％）   41・8  22・4  12・2 7・9   6．1   3．6 3．】   2．9  

平 均 年 齢   48．0 歳   

－14 －  

○ 女性  

（平成IH年：i月末現在、単位：千人）  

加 入 期 間  ［（年超）  ～ （牛以下）］  

1 10～15  15′、2020～25  25～30】30～3535～40   

歳以上  歳．に満  

20  ～  25   

25   ′、   30   

30   ～  35   

35  ／－  40   

40   ～   45   

45   ～  50   

50   ′、  55   

55   ～  60   

60   ～  65   
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1，299 1，995  1，107  952  

割合（％）  12．0   18．4  18．4  

平 均 年 齢  43．0 歳  
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4．積立金の運用状況について  

〔〕合Jユー構成（時仙ベース）   

金   額  構成割合  

佑円  一宮，  

39，138  39．7  

38，195  38．7  

21，274  21，6  

積  △1，840   

欄那須野〃損益  
了含まない堤合   98，607  100．0   

ミ継資産（り柿益  
を含む場合   96，766   

Ⅷ膵涌井㈲描  
：含まない場合   

6，17％   

≒継貰直の槙益  
を含む場合   

6．88（宮）   

仁二個民年令（／）市場運用は、年金腎金運用基金において厚生年金分、国民年金分、】l】隼企福祉事業団から承継Lた賢産  
慄継資確）を合わせて作として運用を寺Jつている、これ〔J全体の遵糊督荏の平成17年度末の時価総額及び構  
成割合は次げ）とおり 
国内債券  ニi4〔），242億lリ（・48．：ト6％）  
国内株式 l～弓！），781）億円（26．28－拓）  
外国債券   75，515倍円（】0．4（i－机  
外同株式 107，6】7億円（1⊥1．さ）Ol拓）  

事 項  短期資産  lニi憶H（ り．00％）  
合 計  722，176億円（1（〕∩．00％）  

ぐ二j承継資産に係る船名長のノ早生年令・同圧年余への按分は、厚生年金・国民年金の碓、‘／二金の元本、1明残．計の比率に上り  
子J一〕ている。  

〔〕1特価評価のノノ法は、市場運用分の関内債券、関内株式、外同値券、外周株式に／〕いては年度末の市傷価格（運用手  
数料控除後）、財投偶については簿価（償却掠価法）である。   

lく  

預 託 金   

l行場運川分   

財投債   

承継資確〝）累  

隼度未積立金  

16 －－  

5．財政再計臥こおける将来見通しとの比較   

rl）L日代隼金柑右打）収支状況の比較  

保険料   

平成】7年度   兆P   

決算   1，9   

「時仙ペース   
実績推封   

1．9  

【時価ベース］   

兆】」  
将来見通し  

巨n戒1h年   2．1  

財政再計算）   

納トトぎの餌ト  
（見通しよ叫も卜  

71－Jミ・67．1笠）   

羞三〝．）tな窄【句  

「実績推計の  
（i魔礎iト金  

¢、1隼金資金  

隠絹立会よ  
動年金住宅  

特記事埴       ㊥独立行政  
¢i〕国庫負渾  

C［］内は、  
同上〈年金の  
なユ；、時価  

は、厚生年   

収   入  

作成にあた／ノ〔は、  

交付金〔】 tり＝】＝＋を収入支＝の両面から控除し、 了 
運相鉄金納付粂（（）1兆円）をその他収入か〕控除し、運梢収ノ、に加は、  
り受入（0 5兆lリ1をそ♂ノ他収入から控除L、  
融資に係る繰卜償還（り，：i兆Il】）に係る費用をそ♂）他左肘かl▲J控除し  
法人ヘノノH婚金の■う仁、将来の給†寸費等への充当を予定している分（〔）3兆円）を叶度末積立金に加ズ、 ♂）べ（㌻】の 

繰延兆lり（平準化利rを含む））を年度末稽立金に加えた‘，  
年金資金運Ⅲ基金宜圭ける・†順運Jlけ）に／ついて、株式等の評価損益行阻l腫人に含〆－ろ時価べ－スで評価した牽，〝）であり、現金八一スの収支を示す  
特別会Jlげ〕決算と（．t粍なろし  
ヘースの評価上■il、IU年令細別事業団から承継した資産（承継資産）に係る損益を′含めており、承継踪席に係る損益の厚生年金・国民年金への按分  
金・l匂R隼金♂）摘立食♂）元本平均残高の比ヰり∴上り行っていろ。  

ー17  
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（2）基礎隼金の被保険者数及び受給者数（みなし基礎隼金・受給者を含む）の比較  

被保険者数  

老齢隼金  障害年金  遺族咋金   
〃人  力人  〃人  〃人  

実  2，554   2Jう55  】69  3（）  

績   2，636  2，43′1   173   29  

百万人  

将来見通し  23，9   1．5   0，1   

（平成16年財政再計算）  

25．6   

・障害年金、遺族年金は．実積は全額支給特止者を含んでいるが再計算償は全額支給停止者を含んでい  
差のモな要因       ない。  

老齢年金  障害隼金  遺族年金   

新規加入者数               実 績  平成16年度末  フラ人  万人 50  万人 37  ■万人 8  万人 4   平成17年度末    49  38  8  4   将来見通し （平成16年財政再計算）             差の主な要因  

脱退者数  
老齢年金  障害年金  遺族年金   

万人   万人   万人   万人   万人  
実  
績   
将来見通し  

（平成16年財政再計算）  

差の主な要凶  

・実績の受給者数は受給権音数（推計僻）である【  

t新規裁定者数は新法基礎年金の折楓裁定受給権音数である。  
t新規加入者教、脱退者救、失権者軌こ関する実績統計及び推計値並びに  
新規裁定者数の推計脆はない｛  

ー18－  

（3）財政指標の比較   

○ 年金扶養比率  

決算結果（実績）  

年金扶養比率   ①  ②  
年度末被保険者数  年度末老齢遮礎年金  

小  対前年度  受給権者数   対前年度  
伸び率  ぐ汁l）   伸び率   

②  
千人   ％   千人   ％  

平成13年度   3．29 （3．31）  70，168   △0．5  21，308（21，208）   3．6 （3．6）   
14   3．16 （3．17）   69，885   △0．4  22，l17（22，020）   3．8 （3．8）   
15   3．05 （3．07）   69，740   △0．2  22，837 （22，741）   3．3  （3．3）   
16   2．96 （2．97）   69，746   0．0  23，550（23，455）   3．1 （3．1）   
17   2．87 （2．88）   69，878   0．2  24，340（24，243）   3．4 （3．4）  

注1：老齢基礎年金受給権音数は、老齢基礎年金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

注2：年度末老齢基礎年金受給権者数の（）内には、年度末老齢基礎年金受給者数として年度末老齢基礎年金受給権者敷から老齢基礎年金  

及び旧法国民年金の全額支給停止者数を控除したものを記載している（老齢塵礎年金に相当する給付とみなされる給付の受給者を含む）。  

年金扶養比率の（）内は、上記の年度末老齢基礎年金受給者数を用いて算出したものである。  

平成16年財政再計算結果  

年金扶養比率   ①  ②  
年度末被保険有数  年度末老齢基礎年金  

①  対前年度  受給者数   対前年度  
伸び率  （注1）   伸び率   

百万人   ％   百力人   ％  
平成l7年度   2．9  69．4   △0．l   23．9   3．3   

18   2．8   69．3   △0．3   24．8   3．5   

19   2．7   68．7   △0．8   25．6   3．3   

20   2．6   68．0   △1．1   26．4   3．0   

2l   2．5   67．2   △l．l   27．1   2．7   

注l：老齢基礎年金受扁者働は、老齢基礎摩金に相当する給付の支給を受ける者を含む。  

往2：被保険者数及び老齢年金受給者数は年度間平均値である。  
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